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１．厚生年金基金の現状と問題点 ～AIJ投資顧問による「年金消失問題」について～ 

ＡＩＪ投資顧問による「年金消失問題」で、厚生年金基金の問題が世間に一気にクローズアップされました。厚生年金基

金（以下、「基金」）とは、厚生年金の老齢給付の一部を国に代わって支給する年金制度で、昭和 41 年に導入された企業

年金の 1 つです。中小企業が同業種ごとに基金に加入し、出し合った掛け金を基金が運用して、厚生年金の上乗せの年

金を受給しようという仕組みです。厚生労働省は基金に調査を行った結果、全 578 基金のうち 314 基金において、年間の

給付額が掛金（保険料）を上回ったということです（2011年３月期）。また、将来必要とする積立金が 10年未満になくなって

しまうおそれのある基金が 16 もあり、今後、積立不足による企業の倒産なども出かねない状況です。このように積立不足

となった背景には、団塊世代の大量退職による年金受給者の増加がありますが、さらに現役社員が年々減少傾向にもあ

りますので、支給総額から掛金総額を引いた差額は約 1,300 億円（2010 年度）にも上っており、今後はさらに拡大すること

が考えられます。また、運用利回りも、将来の年金給付原資を確保するために、大企業においては一般的に「2～3％程度」

必要であるとしているようですが、中小企業が中心の基金では、約９割が「5.5％」といった高水準になっているようです。利

回り出来ずに、損失部分を穴埋めするにしても、こうした基金の中には、業績低迷により掛金を増やせない状態にあるケ

ースが多くなっています。では、これらの基金は運用難をどうやって乗り切ればよいのでしょうか？約４割の基金では、積

立金について企業年金分がまったくないうえに、公的年金分（代行部分）も不足しているそうです。財政悪化に対処するた

めに退職者が受給している企業年金の減額を行うことも考えられますが、手続き上、受給者の「３分の２以上の同意」が必

要ですので現在は難しいとされているため、厚生労働省では企業年金の減額を認める要件を「過半数の同意」に下げる案

を検討しており、現役世代への過度の負担を防止することも考えているようです。 

２．有給休暇の計画的付与 ～上手な有給休暇の利用法～ 

労働者が退職時にまとめて有給を請求してきた。よく聞く話です。そうならないためにも普段から有給の取得はさせるべ

きなのですが、なかなか取得が進まない、と、これもよく聞く話です。有給は労働者の権利ですので、取得するかしないか

は基本的に労働者が決めるものなのですが、取得しようとしない労働者はもとより、労働者全員に取得させてしまう方法が

あります。計画的付与と呼ばれるものです。 

計画的付与とは、労働者が持っている有給の日数のうち５日を超える日数について、労使間で協定することによりあら

かじめ取得する日を決めてしまうという制度です。５日分については、労働者が病気その他の個人的事由による取得がで

きるように残しておかなくてはなりませんので、例えば、年次有給休暇の日数が１０日の労働者に対しては５日、２０日の労

働者に対しては１５日までを計画的付与の対象とすることになります。 

計画的付与は、企業もしくは事業場全体の休業による一斉付与方法、班・グループ別の交替制付与方法、年次有給休

暇付与計画表による個人別付与方法などがあり、導入に当たっては、このような方法のなかから実態に応じた方法を選択

することになります。 

実際の使用例としては、夏季や年末年始の休暇に付けることによって大型連休とする、飛び石連休の間に使う、閑散期

に使う、労働者の記念日に使うなどがあり、有給の取得率向上だけではなく、使い方に 

よっては福利厚生的な使い方もできます。ひょっとしたら、会社の「売り」になるかもしれま 

せん。詳しい内容についてお知りになりたい場合は、一度ご相談ください。 
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いつも以上に非常にプライベートな話で恐縮ですが、今年度ついに 
ＰＴＡの役員になってしまいました（学校生活で一度はやるため）。テレ
ビドラマでも頻繁に取り上げられている独特な社会。今まで保育園や
学童でも役員は経験していますが、働くお母さんの組織なので合理的
で、違和感なくやっていました。それとはやはり一線を画す領域。事前
の根回しが足りないとお叱りを受けたり、関係各所への確認で余計に
時間と労力を要す未知の世界。これも一つの経験だと思って、果敢に
挑んでおります。「七人の敵がいる！」のかなぁ？！（秋山） 


